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　福井県・敦賀湾を望む小高い山に建つ金
かね

崎
がさき

宮
ぐう

は、
約400本のソメイヨシノが咲く桜の名所として知ら
れています。ここで毎年、桜の開花に合わせて10
日間ほど開催されるのが、「花

はな

換
か

えまつり」。明治時
代後半に男女が「花換えましょう」といって、桜の
小枝を交換し想いを伝えあったのが始まりといわれ
る、なんともロマンチックなお祭りです。
　現在は、福娘と呼ばれる巫女さんと桜の小枝を重
ね合う「花換え」をして、良縁を祈願します。桜の美
しさもあって、県外からも多くの観光客が訪れる人
気のお祭りですが、境内に行くには約100段の石段
を登らなくてはならず、体が不自由な方はあきらめ
て引き返してしまうこともあるそうです。
　これを知った敦賀高等学校剣道部の皆さんは、
「自分たちにできることはないか」と話し合い、地元
のボランティア団体「花

はな

籠
かご

舎
しゃ

」が、車いすの方を補助
する活動をしていることを知って、これに参加する
ことにしました。3月下旬から4月上旬に行われる
花換えまつり期間中の土日、事前予約された車いす、
ベビーカーの利用者を4人一組となって補助し、境
内までの昇り降りをお手伝いしています。

　剣道部キャプテンの深
ふか

川
がわ

幸
こう

希
き

さんは、これまで
の活動の中で、赤ちゃん連れのお母さんに「腰を痛
めてしまい、ベビーカーで石段を登るのは難しいと
思っていましたが、剣道部の皆さんのおかげで安心
して登ることができました」と、感謝されたことが
何より嬉しかったそうです。
　先輩から後輩へと、代々受け継がれているこの取
り組み。休日の活動にもかかわらず、部員の皆さん
は積極的に参加しています。
　「地域を良くしたい」と力強く語る深川キャプテ
ン。敦賀の伝統行事は、高校生たちの優しい気持ち
に支えられていました。

高校生が伝統行事を未来へつなぐ

石段の昇り降りをサポート

【表紙写真】
2026年はうま年！　東京・神田明神（神田神社）に
は神

しん

馬
め

「あかりちゃん」がいるのをご存じですか。
古代日本では、馬は神様の乗り物と考えられ、神
社に奉納する習わしがありました。それがやがて、
生きた馬ではなく板に馬の絵を描いて納めるよう
になり、それが現在私たちが願いを書いて奉納す
る「絵馬」の起源といわれています。大国様、えび
す様、そして平将門公を祀る神田明神は、江戸
総鎮守として古くから江戸の町を守ってきました。
現在も商売繁盛をはじめ様々なご利益のある神社
として、信仰を集めています。
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本誌9頁でご紹介している＂「荻
てき

外
がい

荘
そう

」オリジ
ナルてぬぐい＂を2名様にプレゼントいたし
ます。柄は運動本部にお任せください。
応募方法：「氏名」「住所」「年齢」「本誌の感想」
をご記入の上、FAX（03 -3263 -3838）また
は応募フォームよりご応募ください。
締め切り：2026年3月6日（金）必着
当選者の発表は、プレゼントの発送をもって
かえさせていただ
きます。

応募フォーム

読者ＰＲＥＳＥＮＴ

敦賀支部主催の研修会にて「小さな親切」実行章を贈呈

神田明神（神田神社）
（東京都千代田区外神田2-16-2）
Tel：03-3254-0753
最寄り駅：中央線・総武線・東京メトロ丸の内線「御
茶ノ水」駅　徒歩5分／東京メトロ千代田線「新御茶
ノ水」駅　徒歩5分／京浜東北線・山手線・東京メト
ロ日比谷線「秋葉原」駅　徒歩7分ほか

役 員 リ レ ー エ ッ セ イ

「徒然なるままに」
けましておめでとうございます。思い入れ
いっぱいに、新しい年の夢をふくらませて

おられることと拝察します。私の大きな夢は次の
ことです。
　昨年、大阪万博に「夏パス」で８回行ってきまし
た。なぜ、真夏に８回も行ったのか。理由は単純
です。「大変心地よかったから」です。世界各国の
人たちが、日本文化のよさを共有しながら、自国
の文化や伝統を大切にして交流を深めておられま
した。
　そして、笑顔で、温かなまなざしで、相手を思
いやり、物腰柔らかく親切に接してくださいます。
　その姿は、「小さな親切」運動がずっと追い求めて
きたものではなかったかと改めて感じた次第です。

さな親切」運動の発足のきっかけは、1963
年3月、東京大学総長で後に運動本部の初

代代表になられた茅
かや

誠
せい

司
じ

先生が、東大の卒業式で
述べられた告辞にあります。その内容は、運動本
部のWEBサイトで見ることができます。
　茅先生は、自分がイギリスやアメリカで体験し
たことを基に語られています。しかし、その本意
は、わが国がずっと大切にしてきた「小さな親切」
の精神を、リーダーとなる人たちがしっかりと体現
し、根付かせ、世界の人々と交流し、わが国と世界
の平和に貢献してほしいという願いがあったと推察
します。
　運動本部が発足した翌年に、1回目の東京オリ
ンピックがありました。私は、中学1年生でした。
道徳の授業で「小さな親切」運動のことを知り、当
運動と外国の人々をお迎えする心構えとを、重ね
て理解したことが強く記憶に残っています。

の大阪万博の様子を茅先生が見られれば、
どのように思われるでしょうか。きっと、

私が皆さんに託した夢を実現してくれている、と
おっしゃると思います。そして、このような社会
情勢だからこそ、日本から、わが国の伝統である
「小さな親切」運動の精神と実践を世界に発信して
いきましょう、と激励されると思います。
　新年、志を新たに、「小さな親切」運動を世界へ
と発信していこうではありませんか。
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